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経済思想家の役割、それは「飛翻せる鷲」のごとし。

市 祉会とは何か
ヴィジ、ョンとデザイン
What Is the Market Society? 
Vision and Design 

|平井俊顕[編著]
Toshiaki Hirai , ed 

A5判・定価2 ，550円(本体2，429円+税)j掛340円

市場託会議の形成に巨大な影響を.&;ぽLてきた経済思想家を腐り土民彼6が市場託会

一資本主義在会とL 、って也よL 、ーをどのように評締LでL 沼のか (肯定的になのか、 tIt判的に

1 なのかあ吾いはぞの中断のかj …れ印刷輔棚に岬即日い6のか

またそ:hをどのように改善していぐべきと考尤たのか、を原典に基づいて明6かにす050

ご:hらの検討を通じ、市場経会議にまつわ吾、 世議官のみな5ず経済学界にでさ主ありがちの

IfIYl ・謬屈の是正をほか05 0 さ呂には、今日のffiJJJ託会を把;(05う乏での基本的な視座を提供

す05ごとで、より多ぐの人々が“市場経会とは何か"を考;(05契機にならんことを朋す。

⑨序〔平井俊顕]

第 I 部市場社会の特性を探る
第 1 章職分・正義・共通善一トマス・アクイナス[桑原光一郎〕

第 2 章経済発展と不平等ーヒュームとスミス[新村聡〕

第 3 章市場・国家・アソシアシオンーワルラス[高橋聡〕

第 4 章知識・組織・潜在能力ーマーシャル〔藤井賢治]

第 E部社会主義経済計算論争参加者の批判的思考
主1 第 5 章進化論的・社会的合理主義一ミーゼス[尾近裕幸〕

言| 第 6 章法人資本主義論ーハイエク[江頭進〕
次I 第 7 章社会主義の合理的存立可能論 ランゲずとドッブ〔塚本恭章〕

第 8 章リベラル・インターナショナ1)スeム批判ーボラニーとシュンベーター[中山智香子〕

第皿部ニュー・リベラリズム的展開
第 9章古典的自由主義の修正と資本主義分析 グリーンとホブソン〔八田幸二〕

第10i車市場社会の悪弊とその除去 ケインズおよび彼の同僚[平井俊顕〕

第11章福祉国家の唱道 ミュルダール[藤田菜々子〕

第12章「自由主義」の変容 クラークとナイト〔佐藤方宣〕

第13章「連邦主義」にみる自由主義一ロビンズとベヴァリッジ [小峯敦〕

⑨終章市場社会論と経済理論の関係 試論[平井俊顕〕
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